
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 10．80 × 2.3 の計算の仕方の説明
図 9．包含除の考えで２５÷
３
４の計算の仕方の説明
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注
注1　この図は、書籍によっては、様々な名称が用いら
れる。数直線、数直線対応図、2本の数直線、関
数尺などであるが、ここでは統一して二重数直
線という名称を用いることにする。
注2　教育課程企画特別部会論点整理（2015）p.8に
は、「学びを通じた子供たちの真の理解、深い
理解を促すためには、主題に対する興味を喚起
して学習への動機付けを行い、目の前の問題に
対しては、これまでに獲得した知識や技能だけ
では必ずしも十分ではないという問題意識を生
じさせ、必要となる知識や技能を獲得し、さらに
試行錯誤しながら問題の解決に向けた学習活
動を行い、その上で自らの学習活動を振り返っ
て次の学びにつなげるという、深い学習のプロ
セスが重要である。また、その過程で、対話を
通じて他者の考え方を吟味し取り込み、自分の
考え方の適用範囲を広げることを通じて、人間
性を豊かなものへと育むことが極めて重要であ
る。」と示されている（下線部筆者）。
注3　この図については、藤井斉亮他41名、「新編新
しい算数6」、東京書籍株式会社、p.62（2014）
を参考にしている.
注4　習熟度別学習を実施することについて伊藤説
朗（2012）は「新しい算数研究№494 3月号
p.106」において「教科書依存の画一・一律の授
業を改め、補充コ スーと発展コ スーを新たに設け
て3コ スー制にすることで発想を変えた指導体制
を組織できる。」述べている。今回は、その考え
のもと実施した。
注5　公立小学校であっても、公式を知っている児童
は多く存在する。学習者は何のために分数の乗
除計算を学習するかといったことの理由が曖昧
なまま学習を進めている。事前に、レディネステ
ストを実施して把握している。
注6　本稿で「算数の世界」とは、p.4の図1における右
側の世界という意で捉えている。
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